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* 「事前課題」に取り組む前に，以下の⽂章（i〜ii ページ）を熟読すること 

 

n “FACT 選抜” において求める⼒ 
 早稲⽥⼤学⼈間科学部では，既存学問領域の枠内では扱いきれなくなりつつある現代の諸問題に対して，
諸科学の融合によるソリューションを提供するための研究・教育活動を⾏っています。この⽬的を達成す
るため，早稲⽥⼤学⼈間科学部が実施する “FACT 選抜” においては，⽂系・理系の区別を問わず，科学に
対する親和性と，探究する姿勢を有する⼊学者を強く求めます。 
 あらゆる科学的知⾒は，（1）「仮説の構築」と（2）「実験や観察による検証」，および，それらを踏
まえた（1́ ）「仮説の再構築」という営みの循環・反復によって発展すると考えられます。この営みを途切
れさせることなく推進するためには，理科的な発想ないしは現実世界の法則性を利⽤して創意⼯夫する⼒
と，実験・観察を正確に遂⾏するための技術や⽅法，そして⾼度な思考⼒と忍耐⼒が要求されます。 
 この科学の営みは，多くの場合，単なる⽂献的な知識の習得のみでは完遂することはできません。特に
「実験や観察による検証」の部分で，⽣じている事象を，主観や先⼊観，思い込みにとらわれずに鋭敏に
知覚する⼒，そして，それを客観的なデータに落とし込む⼒が要求されます。 
 加えて，この営みから得られる成果としての科学的な知⾒は，公表されることによって初めて広く世の
中に貢献する公共的な知識へと昇華します。そのように知識が共有化されるためには，複雑な現象を簡潔
にわかりやすくまとめ，表現するための確かな国語⼒の基礎が必要です。とりわけ，「⼈間科学」を標榜
する融合型の学問領域においては，異分野の専⾨家や，必ずしも専⾨的知識を持たない⼀般の⼈々との知
識の共有にもとづく協働が重要であり，複雑なことをわかりやすく，しかし過度に単純化することなく伝
える⼒が期待されます。 
 
n １次選考（書類審査）：「事前課題」のねらい 
 上記の前提に⽴ち，特に “FACT 選抜” の「事前課題」においては，「実験や観察による検証」のために
必要な，「⽣じている事象を，主観や先⼊観，思い込みにとらわれずに鋭敏に知覚する⼒，そして，それを
客観的なデータに落とし込む⼒」について，重点的に確かめたいと考えています。これは従来型の試験制
度では評価することが難しかった能⼒であり，しかし同時に，当学部が⼊学者に強く期待する能⼒でもあ
ります。 
 このような理由から，“FACT 選抜” の「事前課題」では，何らかの現象を観察することが課せられます。
そして，この観察の過程をいかに丁寧に扱うかが，課題レポートの成否を分ける重要な鍵となると予想さ
れます。なぜなら，観察を通じて得られるデータこそが，それ以降の検証作業や思考の前提となるからで
す。 
 また，「１次選考（書類審査）」における「事前課題」は，「２次選考（論述および⾯接試験）」におけ
る課題と抽象的な⽔準において関連するものとなっており，その意味において「事前課題」と称されてい
ます。従って，出願者⾃⾝が「事前課題」について主体的に取り組み，それをきっかけとして学びを深め
る活動⾃体が，「２次選考（論述および⾯接試験）」に臨むための準備ともなるだろうことについて申し
添えます。 
 複雑化する現代の諸問題に対するソリューションを提供するための，学融合的な学究を共に担う，未来
の同僚となるかもしれない皆さんの挑戦をお待ちしています。 

“FACT 選抜” において求める⼒と 
2023 年度 １次選考（書類審査）：「事前課題」のねらい* 
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n レポートの作成について 

 レポートの執筆にあたっては，以下の注意事項を熟読し，その指⽰に従ってください。 

• 指定の「レポート表紙」をつけて提出してください。「レポート表紙」は別ファイル
（FACT_cover_sheet_2023.pdf）になっていますので，⼈間科学部 Web サイトか
らダウンロードしてください。 

• レポート⽤紙（市販のレポート⽤紙もしくはプリンター⽤紙）のサイズは A4 判と
してください。また，⽤紙の⽚⾯のみを使⽤してください。 

• レポート（本体）の分量は，図表・図解・写真等，および参考にした⽂献のリスト
等を含めて， 5 ページ以上 10 ページ以内としてください。ただし，レポート本体
と別に資料を添付することも認めます。資料を添付する場合*は，A4 判 5 ページ以
内とし，レポート本体の後ろに，レポート本体とともに綴じてください。 

• ⼿書きによる他，ワードプロセッサ等を使⽤しても構いません。 

• フリクション・ボール等の「消せるボールペン／消せるサインペン／消せるマーカ
ー」等は使⽤しないでください。 

• 図表†・図解‡・写真等を効果的に使⽤したレポートを作成することを推奨します。
図表・図解・写真等においてはカラーを⽤いても構いません。なお，写真，図表・
図解，資料等を含め，レポートに出願者個⼈や所属を特定しうる情報を含めてはい
けません。 

• レポート本体のすべてのページの下部中央に，1 から始まる連番および総ページ数
によりページ番号（例：1/8，2/8，…，8/8 など。スラッシュの右側は総ページ数）
を記してください。 

• 課題に取り組むにあたり，科学的研究の⼿法⼀般に詳しい学校の先⽣等に助⾔を求
めてもよいこととします。ただし，実験の遂⾏，レポートの構成と執筆については
あくまでも⾃らが責任を持って主体的に⾏ってください。 

• その他，指定の「レポート表紙」に記載された各項⽬について確認してください。 

• 実験によって得られた⽣データは 2次選考の合格者発表があるまで保管し，⼤学か
ら照会があった場合にはすぐに応じられるようにしてください。なお，⾯接の際な
どにも⽣データについて確認する場合があります。 

• 出願者本⼈以外によるレポート作成や，剽窃・盗⽤，およびデータのねつ造等の不
正⾏為の疑いが認められた場合は，そのレポートを採点の対象外とします。 

以上

 
* 資料の添付は必須ではありません。なお，添付する資料は厳選してください。 
† ここでは「グラフ」や「表」を指すこととします。 
‡ ここでは広い意味での「図による説明」を指すこととします。 
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 以下の説明に従って課題 1〜3 に取り組み，それらの結果を総合的に踏まえたレポートを作成

してください。なお，レポートの形式等については「レポートの作成について」（p.ii）に従ってく

ださい。 

 

 

 

n 導⼊ 

 

“ つまりリズムは⽣命現象に普遍的にあるものであり，⾃明のように，⼈間もまた⽣きてい

る性情としてはリズムの⼀部である。”  （クラーゲス, 1974/2011, p.14）1 

 

 

 四季の移り変わりや昼夜の交代など，多くの⾃然現象にはリズムがあります。私たちの⾝体に

もリズムがあり，⼼拍や呼吸は揺らぎつつもおおよそ⼀定の時間間隔でそれぞれの固有のリズム

を刻んでいます。四季や昼夜のリズムをコントロールすることは私たちにはできませんが，⾃⾝

の⼼拍や呼吸のリズムは，⾝体の活動量を変化させることを通じて少しだけ変えることができま

す。私たちの歩⾏もリズムをもっており，⼀歩⼀歩の時間幅，いわゆる「テンポ」はかなり⾃由

に変えられます。 

 私たちの⼀⽇の活動にもリズムがあります。しかしそのリズムは単純なものではなく，また時

計の⼒を借りて修正しなければ，ずれていってしまうことも多いでしょう。しかし，それでも私

たちは⾃⾝の活動のリズムをある程度コントロールすることができ，たとえば「今⽇は駅まで 10

分で歩こう」とか「12 分で歩こう」といったことを調整することができます。もしもあなたが練

習を重ねたランナーであれば，トラック 1周のラップタイムを 1秒以内の誤差で思いのままに調

整できるかもしれません。 

 リズムは⾃然や⼈間に本来的に備わっているものであり，リズムをコントロールすることは現

象の⼊れ替わりの時間を⽀配することでもあります。以降に⽰す課題では，特定の⾏動が継続す

る時間を感じとり，また，コントロールすることができるかについて，複数の実験を通じて明ら

かにしていきます。これらの課題では必ずしも解が⼀つに定まるわけではありませんが，あなた

の創意⼯夫と科学的な思考に基づく豊かな報告を期待します。 

  

 
1 クラーゲス, L. (2011) 平澤 伸⼀・吉増 克實（訳） リズムの本質について うぶすな書院 
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n 課題 1： 感じられる時間の⻑さを測る 

 

 同じ⼀時
ひととき

であっても、短く感じられたり、⻑く感じられたりすることがあります。私たちはど
のようなときに時間を短く感じたり，⻑く感じたりするのでしょうか。また，その⻑短の度合い

はどの程度でしょうか。まずは⽐較的単純な作業に着⽬し，感じられる時間の⻑さの変化につい

て確認してみましょう。 

なお，課題（課題 1 および後述の課題 2・課題 3 に関連するすべての作業）の実施においては，⾃

⾝と他者の安全の確保に最⼤限の注意を払ってください。危険性があると判断されるもの，倫理的に

問題があると判断されるものについては，そのレポートを採点の対象外とします。 

 

⽬的 
 

 感じられる時間の⻑さは変化するのか，その変化にはどのような傾向があるのかについて調べ

る。 

 

作業の進め⽅ 
 

 記載されている指⽰に従って，以下のタスク A と Bを，⾃⾝で 2 分間と感じられる間，⾏って

ください。タスクを実⾏する際には，静かで安全な場所を確保してください。 

 
タスク A：椅⼦に座り，⾝体を動かさず安静にして，声に出さず⼼の中で数を数える（1 秒ご

と。1〜60 までを 2周）。⽬は閉じない。 
タスク B：椅⼦に座り，声に出さず⼼の中で数を数えながら（1 秒ごと。1〜60 までを 2 周），

針⽳に⽷を通し，通した⽷を反対側から引き抜く作業を繰り返す。できるだけ素早
く⾏う。 

 

（準備） 

 タスク Bで使⽤する材料2を準備する。 

• 細⼝の⽊綿⽷等3。⻑さは 50 cm。 

• 縫い針4。事故防⽌のため，鋭利な先端部は，市販のニードルキャップやコルク⽚等で覆う
こと（図 1）。誤って針で⾝体を傷つけないように注意すること。 

 
2 実験で使⽤する材料は整理整頓に努め，使⽤後は安全な場所に収納すること。 
3 複数の繊維が撚りあわされた⼿縫い⽤の⽷を使⽤することを想定している。釣り⽷等の単繊維のものは不可。 
4 ⼿縫い⽤の針。なお，針を使⽤することに抵抗感がある場合は他のもので代⽤してもよい。ただし，同程度の

難易度となるように⽳の⼤きさ，または⽷の太さ（⽊綿⽷の代わりに⽑⽷を使⽤するなど）等を調整すること。 
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図 1 コルク⽚で縫い針の先端を覆った例 
 

（⼿続き） 

• タスク A と Bを，毎⽇，朝5と⼣6の⼀定の時間帯に，「時計等の⼀定のリズムを刻む外的
な道具を確認せず，⾃⾝の感覚で 2 分と感じられる間」（以降「主観的 2 分」と呼ぶ）実
⾏し，それぞれのタスクが実際に⾏われた時間を計測し，記録する。実⾏の⼿順は以下の
通りとする。 

1. ストップウォッチ7をスタートさせる。 

2. 1 のタイミングと同時に，選択した⼆つのタスクのうちの⼀つを「主観的 2 分」実⾏する。
その間，時間を知る⼿がかりとなるようなものを⾒たり聞いたりしてはならない。なお，
途中で気分が悪くなるなど体調に異変があった場合はすぐにタスクを中⽌し，体調の回復
を待って再度実施するか，別の⽇に実施すること。 

3. 「主観的 2 分」が経過したと感じられた時点でタスクを終了させ，同時にストップウォッ
チを停⽌させる。 

4. タスクの実⾏に要した時間を記録する。 

5. もう⼀つのタスクを同様にして実⾏し，計測・記録する。 

• 上記の計測を 7 ⽇間以上8⾏う。 

• ⼆つのタスクを実⾏する順番は，毎⽇⼊れ替える。その⽇に実⾏した順番も記録する。 

  

 
5 起床から朝⾷前の⾃⾝が決めた時間。多少は前後しても良いが，できる限り⼀定とする。 
6 ⼣⾷後から概ね 1 時間以内の⾃⾝が決めた時間。多少は前後しても良いが，できる限り⼀定とする。 
7 1/10 秒単位もしくは 1/100単位で計測できるものが望ましいが，1秒単位での時間がわかる通常の時計等で代
⽤してもよい。専⽤のストップウォッチではなくスマートフォン等のストップウォッチ機能を利⽤してもよ
い。なお，スマートフォンを使⽤する場合は，画⾯の⾃動ロック（スリープ）までの時間を⻑めに設定する
か，解除しておくことが望ましい。 

8 計測⽇は連続していることが望ましいが，体調不良や特別な事情がある場合は計測を⾏わない⽇を挟んでもよ
い。 

縫い針

コルク⽚等

縫い針の鋭利な先端部を
コルク⽚等に刺して覆う
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結果のまとめ⽅ 

  
 以下の指⽰に従って結果をまとめ，報告してください。報告の際には，必要に応じて図表や写
真等を⽤いても構いません。 

 

• タスク A とタスク B での「主観的２分」の違い，それらの朝と⼣での違い，⽇々の変化
等が明らかとなるように，結果を表やグラフにまとめる。その際，必要に応じて代表値を
求める。 

• 上記の他，実験を実施して気がついたことを報告する。 

 

考察のポイント 

  

以下の指⽰に従って考察を⾏い，報告してください。 

 

• タスク A とタスク B での「主観的２分」になぜ違いが⽣じたのか（あるいは，⽣じなか
ったのか），その理由について検討する。 

• 朝と⼣での結果の違いや⽇々の変化がなぜ⽣じたのか（あるいは，⽣じなかったのか），
その理由について検討する。 

• その他，必要に応じて⾃⾝の観点で考察する。 
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n 課題 2： 感じられる時間の⻑さに影響を与える条件について検討する 

 

 課題 1 で⾏った実験の結果を踏まえて，ここではあなた⾃⾝がタスクを設定し，感じられる時

間の⻑さが，どのような条件の影響を受けるのかについて検討してください。 

 

⽬的 
 

 感じられる時間の⻑さはどのような条件によって影響を受けるのかについて検討する。 

 

課題の要件 
 

 以下の要件を満たすように⾃⾝で研究計画を⽴案し，実験を⾏ってください。 

 

1. 感じられる時間の⻑さに影響を与える条件についての仮説を⽴てる。 

2. 上記の仮説を検証するために，複数（２個以上）のタスクを設定する。タスクを設定するに
あたって，必要に応じて予備的な実験を⾏ってもよい。 

3. ⼀つのタスクについて，10回以上の試⾏9を⾏う。 

4. ⾃⾝と他者の安全の確保に最⼤限の注意を払うこと。危険性があると判断される計画，倫理
的に問題があると判断される計画，消耗品以外の機材や環境を回復できないかたちで汚損・
棄損させる可能性がある計画については，そのレポートを採点の対象外とする。 

 
結果のまとめ⽅ 

 

 以下の指⽰に従って結果をまとめ，報告してください。報告の際には，必要に応じて図表や写
真等を⽤いても構いません。 

 

• 研究の仮説，⾃⾝がそのタスクを設定した理由10，タスクで使⽤した材料，実験の⼿続き
等を記載する。あなたの報告を読んだ他者が同じ実験を再現できるように記述すること。 

• 得られた結果についてわかりやすくまとめる。 

 

  

 
9 各試⾏の実施⽇を分けるかどうかについては，⾃⾝の判断としてよい。 
10 タスクを設定するにあたって予備的な実験を⾏った場合は，その内容についても簡単に記載すること。 
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考察のポイント 
 

以下の指⽰に従って考察を⾏い，報告してください。 

 

• 設定した複数のタスクの間でなぜ違いが⽣じたのか（あるいは，⽣じなかったのか），そ
の理由について検討する。 

• 仮説のとおりだったか，そうでなかったかについて考察する。 

• 感じられる時間の⻑さに影響を与えるとあなたが考えた条件が，ここで設定したタスク以
外のどのようなタスクに同様の影響を与えると推測できるかを考察する。 

• その他，必要に応じて⾃⾝の観点で考察する。 

 

  



2023 年度  FACT 選抜  早稲⽥⼤学⼈間科学部 

 - 7/8 - 

n 課題 3： 感じられる時間を正確にするための⼿法を考え，確かめる 

 

 ⾃動⾞を運転する際には，先⾏⾞との時間間隔を⼀定以上に保つ必要がありますが，たとえば
埼⽟県ではスピードメーターや時計を⾒ずにこれを知るための「０

ゼロ
１
イチ
０
ゼロ
２
ニ
運動」がドライバーに

推奨されています。先⾏⾞が道路上の歩道橋にさしかかったとします。このとき「ゼロ・イチ・
ゼロ・ニ」と数えます。そして「ニ」のとき（または，それよりも遅く）に⾃分の⾞が歩道橋に到
達すれば，安全な間隔（約 2秒）が保てているとわかります。このように「ゼロ」を挿⼊するこ
とは，主観的な秒数が短くなりすぎないようにする⼿法の⼀つであると考えられます。 
 上記の事例を参考に，課題３では，以下の指⽰に従って「感じられる時間を正確にする」ため

の⼿法を⾃⾝で⾃由に発案し，また，あなた⾃⾝が計画した実験を通じてその⼿法の効果を検証・

報告してください。 

 

1. 課題 2 であなた⾃⾝が設定した複数のタスクから⼀つ以上を選択する。 

2. 選択したタスクについて，それを実⾏する際の「主観的 2 分」と，時計で計測された客観
的な 2 分との誤差ができるだけ少なくなるような⼿法を発案する。 

3. 発案した⼿法の効果を，あなた⾃⾝が計画する実験によって検証する。 

 

⽬的 
 

 「主観的 2 分」と客観的な 2 分との誤差が少なくなる⼿法を発案し，その効果を実験によって

検証する。 

 

課題の要件 
 

 ⾃⾝と他者の安全の確保に最⼤限の注意を払い，上記の⽬的を達成できる実験をあなた⾃⾝で

発想し，計画すること11。 

 
  

 
11 危険性があると判断される計画，倫理的に問題があると判断される計画，消耗品以外の機材や環境を回復でき

ないかたちで汚損・棄損させる可能性がある計画については，そのレポートを採点の対象外とする。 
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結果のまとめ⽅ 
 

 以下の指⽰に従って結果をまとめ，報告してください。報告の際には，必要に応じて図表や写

真等を⽤いても構いません。 

 

• あなたが発案した⼿法，その⼿法に効果があると考える理由，研究の仮説，実験の⼿続き
等を記載する。あなたの報告を読んだ他者が同じ実験を再現できるように記述すること。 

• 得られた結果についてわかりやすくまとめる。 

 

考察のポイント 
 

得られた結果を踏まえて，⾃⾝の観点で，⾃由に考察してください。 

 

以上 


